
ADP-301
デジタルペン
取扱説明書

このたびはデジタルペンをお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、十分にご理解いただいてから正し
くご使用ください。

この取扱説明書には、デジタルペンをご使用いただく上で必要な情報が記載されてい
ます、この取扱説明書を大切に保管してください。

 安全にお使いいただくために

注意事項の記載方法
本書では本体を安全にお使いいただくためにご注意いただきたいことを３段階に分け
て記載しています。

危険
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡した
り重傷 *1 を負う危険が差し迫って生じることが想定される
事項を説明しています。

警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡した
り重傷 *1 を負う可能性が想定される事項を説明しています。

注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害 *2

を負ったり、物的損害 *3 が発生したりする可能性が想定さ
れる事項を説明しています。

*1 重傷 失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、
または治療に入院や長期の通院を要するものを指します。

*2 傷害 治療に入院や長期の通院を要さないけが、やけど（高温・低温）、感電などを指し
ます。

*3 物的損害 家屋、家財、および家畜、ペットに関わる拡大損害を指します。

重要な説明を示す記号
重要な説明が一目でわかるように、以下に示す記号を使用しています。

「注意」していただきたい内容を示します。

禁止

してはいけない「禁止」行為を示します。

分解禁止

「分解禁止」を示します。

風呂場、シャワー室での使用禁止

「風呂場やシャワー室などでの使用禁止」を示します。

ぬれ手禁止

「ぬれた手で扱うことを禁止する」ことを示します。

強制

「強制」記号です。必ず実行していただきたいことを示します。

 危険
本体・乾電池について
高温になる所で使用しない
高温になる場所（火のそば、ストーブのそば、炎天下など）や引火性
ガスの発生するような場所での使用や放置はしないでください。発火・
破裂・故障・火災の原因となります。電子レンジや高圧容器などの中
に入れないでください。発火・破裂・故障・火災の原因となります。
火の中に投入したり、加熱したりしないでください。発火・破裂・火
災の原因となります。

禁止

目に入らないように注意する
乾電池の液が目に入った時は失明や目の障害の恐れがあるので、こす
らずに水道水などの多量のきれいな水で洗い流し、すぐに医師の治療
を受けてください。

 警告
本体について
ペンの先端を目に向けない
ペンの赤外光を直視すると、視力に傷害を起こす原因となります。

禁止

強い衝撃を与えない
落下させる、投げつけるなど強い衝撃を与えないでください。破損・
発熱・故障の原因となります。 禁止

本体・電池共通
異常なときは使わない
煙が出ている、変なにおいがするなど異常なときは、ただちに使用を
中止してください。 禁止

分解・改造しない、カバーを開けない
本体・電池を分解・改造は危険ですから、絶対にしないでください。

分解禁止

水などでぬらさない
内部に水や油が入ると、感電や故障の原因となります。
また水などが直接かかる場所や風呂場など湿気の多い場所での使用、
またはぬれた手での使用は絶対しないでください。感電や電子回路の
ショート、腐食による故障の原因となります。雨天・降雪中・海岸・
水辺などでの使用は特にご注意ください。

禁止

風呂場、シャワー室での使用禁

ぬれ手禁止

内部に異物を入れない
本体の内部に水や金属類、燃えやすいものを入れないでください。故
障や感電の原因となります。万一異物が内部に入った場合は、すぐに
使用を中止してください。

禁止

乾電池について
充電・分解しない
乾電池を充電、過熱、分解しないで下さい。

分解禁止

火中に投じない
乾電池を火中に投じないで下さい。破裂するおそれがあります。

禁止

その他について
航空機の中では使わない
航空法第73条の4 第 5項の規定により、当該商品は航空機内での使
用が制限されている携帯電子機器です。運航の安全に支障をきたすお
それがありますので、航空機に乗る前に電源をお切りください。
（航空機に乗る前に必ずキャップをして電源をお切りください）

禁止

高精度な電子機器の近くでは使わない
高精度な電子機器の近くでは電源をお切りください。電子機器に影響
を与える場合があります。
（影響を与える恐れがある機器の例：ペースメーカー・補聴器・その他
医療用電子機器・火災報知器・自動ドアなど。医療用電子機器をお使
いの場合は、機器メーカまたは販売者に電波による影響についてご確
認ください）

禁止

 注意
本体について
本製品は国内仕様です
・ 本製品は日本国内仕様です。本製品に付属の取扱説明書は日本語仕
様です。付属の保証書は日本国内でのみ有効です。

・ 万一海外で故障や不具合が生じた場合での現地でのアフターサービ
スおよびその費用の補償については、ご容赦ください。

・ 本製品の海外での再販売は行わないでください。
・ 本製品は日本国内の電波法令による認定を受けており、海外で使用
されるとその国の法律により罰せられる場合があります。

強制

筆記以外に使用しない
本体を筆記以外の目的に使用しないでください。

禁止

保管場所に気をつける
直射日光のあたる場所（自動車内など）や高温になる所、極端に低温
になる所、湿気やほこりの多い所に保管しないでください。変形や故
障の原因となる場合があります。

禁止

 使用上のご注意
デジタルペン以外の筆記具を使用しないでください
 デジタルペン用のパネルには、油性ペンなどデジタルペン以外の筆記具は絶対に使
用しないでください。油性ペンなどで書かれた部分を誤認識し、正しい筆跡を記録
できなくなります。

本体ケースをベンジンやシンナーなどでふかないでください
 本体ケースの塗装がはがれたり、変形することがあります。

砂やほこりがかからないよう、ご注意ください
 細かい砂やほこりが本体・充電器の内部に入ると、故障の原因となります。

テレビやラジオの近くで使わないでください
 テレビ画面にノイズが出たり、ラジオに雑音が入ることがあります。

強い電波や磁気のあるところで使わないでください
 電波塔の近くやモーターが含まれる電化製品のそばなど、強い電波や磁気のあると
ころで使用すると、本体が正常に動作しないことがあります。

腐食性ガスがあるところで使わないでください
 ガソリンエンジン、ディーゼルエンジンなどの排気ガスや硫化水素のような腐食性
のガスがあるところで使用すると、内部の部品が腐食し故障の原因となります。

加湿器の近くで使わないでください
 ・加湿器に入っている水の水質によっては、水中に溶けているカルシウムなどが 

空気中に飛散し、本体のレンズに白い粉として付着して本体が正常に動作しな
くなることがあります。

 ・ 湿気が本体内部に入ると結露により、本体が正常に動作しなくなることがあり
ます。

環境の温度にご注意ください
 ・極端に暑いところや寒いところで使用すると、正常に動作しないことがありま 

す。
 ・ 閉めきった車内などに長時間放置すると、故障するおそれがあります。

油煙や湯気の多いところで使わないでください
 本体ケースが変形したり、故障の原因となります。
 

単四形アルカリ電池をお使い下さい
 電池交換時は長時間使える単４形アルカリ電池をお使い下さい。

ペン先を指で覆わないで下さい
 デジタルペンはペン先のカメラで紙
の画像を撮影しますので、指でペン
先を覆わないようにお持ち下さい。

スイッチを指で押さない
 デジタルペンにキャップを付けると
電源がオフになります。この検出
スイッチが下図の位置にありますの
で、ペンを握る時はスイッチを押さ
ないように注意してください。

 スイッチを約２秒間押すと電源がオ
フになります。

 無線機器としての注意
本製品は無線通信を行う機能を有しており、電波法に基づく小電力データ通信システ
ムの無線設備として認証を受けています。従って、本機を日本国内において使用する
ときに無線局の免許は必要ありません。認証機器名は「DP-301」です。
ただし、以下の行為は法律で禁止されています。
・本製品を改造／分解すること

 保管上の注意

本製品の使用上の注意
本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場
の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線
局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。

１. 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無
線局が運用されていないことを確認してください。

２. 万一、本製品から構内無線局あるいは特定小電力無線局に対して電波干渉の
事例が発生した場合には､ 速やかに使用場所を変更するか、または電波の発
射を停止した上､ 混信回避のための処置等（例えば､ パーティションの設置
など）を行ってください｡

３. その他、ご不明なこと、お困りのことが起きたときは弊社までお問い合わせ
ください。

Bluetooth 機器としての注意
本製品は Bluetooth 機器としてのロゴ認証を受けています。本製品の認証情報に
ついては Bluetooth ID 番号 B013766 を参照してください。（The Bluetooth 
Qualification information of this product could be referred to Bluetooth 
identifi er B013766.）

小さなお子様が、「キャップ」「スタイラス」「乾電池」を誤って飲むことが
ないようにしてください
乳幼児や幼児が飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してください。

強力な磁気や激しい振動のあるところに置かないでください
故障の原因となります。

キャップをご使用ください
デジタルペンを携帯するとき、および使用しないときは必ずキャップをしてペンの電
源を切ってください。キャップをしていただくことは内部へのチリ、ホコリの侵入を
防ぐことにも役立ちます。

お子様の手の届かないところに保管してください
デジタルペンは先端がとがっています。人に向けたりすると危険です。

 免責事項
・ 当社は本製品の故障に関して、別途取交しの納入仕様書の本文、あるいは製品同梱
の保証書に記載の条件下で修理を行いますが、正常に記録されなかった記録内容
の補償については一切の責任を負いません・本製品の利用または利用不能から生
じる二次的な損害（事業利益への損失、事業中断、データ作成に要した費用、精
神的な損害など）に関し、当社は一切の責任を負いません。

・ 本製品は、科学プラント制御、医療、生命維持装置、原子力、航空機管制、航空
宇宙設備など高度な信頼性を必要とする、もしくは人命に関わる用途での使用は
意図されておりません。これらの用途に本製品を使用し事故などが発生した場合、
当社は一切の責任を負いません。

・ この免責事項は、予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承くだ
さい。

 本製品の輸出について
・ 本製品（デジタルペン）は、外国為替及び外国貿易法（外為法）に定めるリスト規
制に該当しますが、暗号特例告示により輸出許可は不要です。ただしキャッチオー
ル規制の要件に該当する場合は輸出許可が必要となります。

レンズを太陽光に向けない
レンズを太陽光に向けたままにしておくと本体の故障になる場合があ
ります。 禁止

ペン先に強い衝撃を与えない
落下などによりペン先に強い衝撃を与えると、ペン先またはペン内部
の故障の原因となる場合があります。

乾電池について
乳幼児や幼児の手の届くところに置かない
乾電池は乳幼児や幼児の手の届くところに置かないでください。
万が一飲み込んだ場合は、すぐに医師にご相談ください。 禁止

長時間使用しない場合は、電池をはずして保管
長時間使用しない場合は、電池をはずして保管してください。
乾電池をいれたまま長期間使用せず放置しておくと乾電池から液が漏
れ出し、機器が故障する恐れがあります。

禁止

乾電池を正しく入れる
本製品の極性表示（＋と‐）に合わせて乾電池を正しく入れてください。

その他について
幼児の手の届くところに置かない
傷害などの原因となる場合があります。
お子様が触れないようにご注意ください。

 動作環境
本製品を、ご使用になる際は以下の環境および機器が必要です。
・Bluetooth が使用できるパソコン
　（パソコン内蔵タイプまたは市販のBluetooth USBアダプタ）
・UPIC ワイヤレスインタラクティブパネル／UPIC Notepad

ご注意

お知らせ

本製品はUPIC ソフトウェアVer.3.0 以上より対応しています。
※旧バージョンのソフトウェアをご使用の場合は、弊社Webページより、最新
のソフトウェアをダウンロードしてください。

旧タイプのデジタルペンを同時に登録する場合は、必ず最新のUPIC ソフトウェ
アに変更してから、ご使用ください。
※追加するデジタルペンにより、一部機能が異なります。



 電池の入れ方
1. キャップを装着し、電源をお切りください。
2. ロックレバーを �方向にスライドさせて、電池蓋を開いてください。

3. 使用済みの乾電池を取り出してください。

4. 乾電池を極性表示（＋､ －）通りに入れてください。

5. 電池蓋を閉め、ロックレバーをスライドさせてください。

 動作表示部の見かた

動作状態はデジタルペンの LED で
表示します。

ペンステータス LED 表示 コメント
バッテリー残量低下 警告 15秒周期で2秒間点滅

早目に乾電池を交換してください。
Bluetooth 接続状況 ゆっくり点滅 ペアリングモードの待機中
Bluetooth 接続完了 点灯 3秒点灯後表示が点灯から消灯
バッテリー残量なし 警告 8秒経過後ペンの電源がオフ　

乾電池を交換してください。

LEDの説明
 • 警告 ：0.2 秒オン / 0.2 秒オフ
 • ゆっくり点滅：0.2 秒オン / 3 秒オフ

キャップの外したまま約7分間使用しない場合、自動的にペンの電源はオフになりま
す。電源をオンにするには、キャップを装着し、再度、外して下さい

 主な仕様

型番、モデル ADP-301:Bluetooth モデル
重量 40g（電池を装着した状態）
外形寸法 159.4 × 20.5 ×φ18.5mm（キャップをはめた状態）

14.9 ×φ18.3（キャップを外した状態）
通信方式 Bluetooth 2.0 規格準拠
動作温度 0～40℃（結露なきこと）
電池 単4形アルカリ電池（AAA Alkaline battery）
連続筆記時間 約6時間（常温25℃±2℃）
スタンバイ時間 約150時間（キャップを外した状態）

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準
に基づくクラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用す
ることを目的とされていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信
機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取
扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

TM

大豆インキを使用しています。
再生紙を使用しています。

クラス1　LED 製品

商標について
Anoto,    ロゴは、スウェーデンAnoto ABの登録商標もしくは商標です。
Bluetooth,    ロゴは、Bluetooth SIG, Inc. の登録商標です。
当社はライセンスを受けてこれを使用しています。
Windows は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録
商標または商標です。
その他全ての社名、ブランド名、製品名は各社の商標または登録商標です。

販売代理店 プラス株式会社

 本製品に関するお問い合わせ

 TEL  0120-944-086

 FAX  0120-331-859
 受付時間：月～金9：00～ 17：30

 （土・日・祝日、年末年始および当社指定の休日を除く）

製　造　元　 Anoto Group AB

Copyright(c) 2010, PLUS Corporation All right reserved.

ADP-301取扱説明書
24-4513-09C

 スタイラスの取り替えかた  製品保証

本製品のご購入から1年以内に製品が故障した場合は弊社による故障診断後、無償に
て修理 /製品交換対応させていただきます。

修理にて交換された本体・部品に関しての所有権は、弊社に帰属するものと致します。

・ 乾電池の液漏れまたは指定規格外の電池の使用による故障・損傷については、保証
期間中に発生した場合でも有償修理になることがあります。　　　

スタイラスが摩耗したり、曲がってしまった場合は付属のスタイラスと交換してくだ
さい。

1. スタイラス（丸いペン先）を持って真っすぐ引き出します。

2. 新しいスタイラスを真っすぐ止まるところまで差し込みます。
 ※ スタイラスには、UPIC ワイヤレスインタラクティブパネル用および
  UPIC Notepad 用があります。

  UPIC Notepad 用のスタイラスはストッパーを上に
  向けて差し込みます。

【UPIC ワイヤレスインタラクティブパネル用 
 スタイラス】

【UPIC Notepad 用スタイラス】

ストッパー

ストッパー
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